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https://scienceportal.jst.go.jp/gateway/sciencewindow/20210311_w01/index.html

地域資源、宗教施設、科学技術、防災、減災、見守り

稲場圭信、川端亮(2020)「自治体と宗教施設・団体との災害時協力に関する調査報告」『宗教と社会貢献』第10巻第1号, pp.17-29.
稲場圭信（2021）「地域資源と科学技術による減災」、大阪大学大学院人間科学研究科附属未来共創センター編『共生社会の
アトリエ』所収、pp.244-253.

　近年、自然災害が頻発し、大規模化している。災害時
に、何が起き、何が不安で、何が必要かを検討し備えるこ
とが地域の安全安心につながる。そのために本共同研
究は立ち上がった。大阪大学共同研究『ITを用いた防災・
見守り・観光に関する仕組みづくり』（2017年～）、大阪大
学社会ソリューションイニシアティブ（SSI）基幹プロジェ
クト「地域資源とITによる減災・見守りシステムの構築」

（2018年～）において、「未来共生災害救援マップ」(略称
「災救マップ」(http://www.respect.osaka-u.ac.jp/map/)）
と独立電源通信システム「たすかんねん」の開発・改良
を進めてきた。
　災救マップは、災害時の避難所混雑やインフラ稼働
状況を伝えるwebアプリで、避難所、緊急避難場所、お
よび寺社等あわせ約30万件のデータを持つ日本最大級
の災害救援・防災マップである。
　たすかんねんは、風力・太陽光発電によって発電・蓄
電された独立電源を活用し、無線通信、照明、カメラ、給
電等をできるようにしたシステムである。災害などによ
る停電時にも独自の通信網で外部との連絡ができる公
共ネットワーク化を目指している。

研究の概要

　2019年には、一般社団法人地域情報共創センター
（RICCC）を設立、社会実装を産官社学連携で進めてい
る。（実装例：大阪大学グローバルビレッジ津雲台、鹿屋
市、南九州市、大阪トヨタ自動車株式会社など）

社会実装に向けた将来展望

稲場　圭信
人間科学研究科

教授

地域資源と科学技術による
減災・見守り
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http://www2.econ.osaka-u.ac.jp/~ohtake/index.htm

行動経済学、ナッジ、感染症、防災、労働

研究の概要

　行動経済学は、理想的な人間と、現実の人間と
のギャップを通して、働き方改革、マーケティング
など、人間の社会活動の様々な課題の解決に活用
できる。

社会実装に向けた将来展望

大竹 文雄, 坂田 桐子, 松尾 佑太, 「豪雨災害時の早期避難促進ナッジ」, 『行動経済学』, 2020, 13 巻, p. 71-93, 
https://doi.org/10.11167/jbef.13.71

感染症総合教育研究拠点・大学院経済学研究科

特任教授 大竹　文雄

　伝統的な経済学では、人々は非常に合理的で、
素晴らしい計算力をもっており、自分の利益のみ
を考えて行動する人々を前提にして、経済の動き
を説明してきた。しかしながら、人間の意思決定に
は合理的決定から系統的な“ずれ”があることが実
験研究や実証分析から明らかにされており、これ
が行動経済学の始まりである。
　現実の人々は、必ずしもいつも最適な選択をし
ているわけではないため、行動経済学をうまく使
うと、人々の選択の自由を維持したまま、人々はよ
りよい選択ができるようになる。
　大竹研究室では、損失回避、現状バイアス、社会
的選好、限定合理性という現実的な人間像の特徴
から、様々なシチュエーションにおける現実の人間
の実際の行動を理論的に予測・検証し、行動経済
学を現実社会の様々な課題の解決に活用しようと
している。

https://researchmap.jp/altruism/Researchmap https://researchmap.jp/ohtakeResearchmap




